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研究発表
（１）単著論文
①「中日国交断絶期の日本語高等教育機関－建国初期の 2 校を対象として」『中京
女子大学研究紀要』第 44号、2010年、41-51頁。
②「中日国交断絶期における唯一の日本語・日本文学教授―徐祖正」『日本経大論
集』第 42巻、2012年、23-44頁。
（２）単独発表
①「中日国交断絶期の日本語高等教育機関－建国初期の 3 校を対象として」（日本
教育学会第 68回大会、2009年 8月 29日、東京大学駒場キャンパス）。
②「岡崎兼吉－新中国北京大学の日本語教育とともに歩んだ『老専家』」（第 2回東
アジア教師教育研究国際大会、2010年 12月 16日、香港教育学院）。
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③「中日国交断絶期における唯一の日本文学教授―徐祖正」（教育史学会第 55回大
会、2011年 10月 2日、京都大学文学部新館）。
④「陳信徳－中日国交断絶期北京大学の日本語教師」（第 3 回東アジア教師教育研
究国際大会、2012年 12月 8日、中国上海・華東師範大学）。
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